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高校生のための心理学講座で 
何を伝えるべきか

千葉大学文学部 准教授
牛谷智一（うしたに　ともかず）

　2016年8月8日に千葉大学西千葉キャンパ
スで開催された「高校生のための心理学講座」
は，106名の参加者を得て盛会裏に終えること
ができました。当講座は，6名の講師が45分ず
つの講演を担当しました。
　木村英司先生は，多数のデモンストレーショ
ンを用いつつ，我々の視覚システムが曖昧な情
報から巧みに外界を復元している過程を解説さ
れました。一川誠先生は，時間と注意に関連す
る錯視を紹介しながら，我々の時間知覚がどの
ように環境諸要因に影響されるか解説されまし
た。礒部智加衣先生は，個人としての自分と集
団内における自分という2つの観点から，社会
心理学が明らかにしてきた知見を概説されまし
た。松香敏彦先生は，空間探索，試験，恋愛と
いう身の回りの例を題材に，計算機シミュレー
ションがどのような示唆を与えてくれるか解説
されました。筆者は，日比野治雄先生の講演に
臨席できなかったのですが，ご自身が開発に加
わった工業製品を題材に，心理学がいかにデザ
イン開発に貢献できるか，解説があったとお聞
きしています。私の講演の内容は後述します。
　今回の講師6人は，同じ千葉大の中でも異な
る部局や教育分野に所属しています。日比野先
生は，心理学に研究の基礎を置きながら，工学
部の意匠系コースで製品のデザイン開発・評価
に従事されています。木村先生，一川先生，礒
部先生の所属される文学部心理学専修は，その
名の通り，典型的な心理学教育を行っている専
修です。一方，松香先生と私は，認知情報科学
専修に所属しています。この専修には人工知能
研究の阿部明典先生，言語情報処理研究の傳康

晴先生といった方々が所属しており，同じ心理
学関連分野であっても，心理学専修とは毛色の
異なる教育分野を構成しています。この両専修
のなすコントラストは，千葉大学文学部の特色
と言えるでしょう。
　私の講演は，動物の知性的な行動，認知的な
行動のビデオを題材に，「ヒト以外の動物にこ
ころはあるのか？」という問いから始めました。
続けてワトソンの「行動主義宣言」を中心に，
行動主義下の連合学習研究や強化スケジュー
ル研究について簡単に解説したあと，駆け足で
動物の認知研究を紹介しました。これまでも高
校等に出張講義をするチャンスが何度もありま
したが，昔は，もっぱら自分の専門である，動
物の知覚世界のユクスキュル的な探求について
講演してきました。これはこれで，デモンスト
レーションも多用して，それなりに受講者の興
味を引くところではあったと思います。しかし，
最近は，行動主義宣言を中心に比較心理学の歴
史について必ず話すことにしています。
　各地で行われている「高校生のための講座」
の広告を眺めると，高校生講座の中で比較心理
学の歴史に時間を割いている講座は他にどれほ
どあるだろうか，と疑問に思います。ひいて
は，動物の心理学研究を取り扱うラボが減少し
ていく中，多くの大学にある心理学系教育課程
や教養教育の心理学関連科目の中で，行動主
義にどれだけ言及しているのだろうか，と心
配しないではいられません。これは日本だけ
の現状ではないらしく，比較心理学が危機に
瀕していると危惧する意見論文がFrontiers in 
Psychology誌に発表され，これに応答した論
文が続けて発表されるなど，ちょっとした誌上
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討論となりました。
　心理学の主流が，行動主義心理学から認知心
理学へと移行した現在も，心理学に高い客観性，
信頼性をもたらした行動主義の価値は，忘れら
れるべきものではありません。出張講義での高
校生とのやり取りを振り返っても，要因を厳密
に統制しながら，安易な言語教示・内観報告に
頼らず，客観性を担保していく「現代心理学の
根本精神」を教えるには，まず行動主義のエッ
センスを教えることが近道だと実感させられま
した。私自身は認知主義者で，動物の認知を研
究していますが ─ 行動主義と認知主義の最重
要争点は，実は領域固有性ではないかと思って
いますが，これについてはまたどこかで ─ ，
常に行動主義的な観点で自らの研究を厳しく見
つめる作業の必要性を心に留めています。
　ただし，私は，授業には出ても話を聞かな
かった不良学生だったので，学部2年生のとき
に履修した清水御代明先生の心理学概論の中身
は，ほとんど覚えていません。3年生になって
少々心を入れ替えて履修した藤田和生先生の講
義で少しは勉強しましたが，体系的な心理学史
の全体像をまともに勉強しなかったのは，生涯
の汚点です。私のような不良は論外にせよ，真
面目な大学生がどれほど比較心理学について学
ぶことができているか，私の危惧が杞憂であれ
ばよいのですが。
　この危惧を増幅させるきっかけがありまし
た。一昨年，千葉大学で認知科学会の年次大会
が開催され，スタッフとして参加しました。認
知科学会は，同僚の傳先生や松香先生が活躍す
る学会なのですが，私自身は（会員であるにも
かかわらず）参加したのは初めてでした。同
じ認知を扱いながら，心理学系の学会と大きく

違うのは，対話，福祉，学校教育，芸術・創作
といった現実の個別場面での研究が多いことで
す。それぞれ大変興味深く，面白いのですが，
心理学ではないので，「それって学習の一般法
則から説明できますよね」なんて議論は，あま
り見られません。もちろん，領域固有性を強調
する伝統があるならば，グランドセオリーなど
どうでもよいのかもしれませんが，心理学で長
い間培われてきたミクロな行動の原理の知見
が，すぐ隣の分野で一切活かされていないよう
に思えることは，歯がゆい感じがします。
　これは認知科学だけの現象ではないようで
す。神経科学でも，心理学が長い間論じてきた
問題が，その歴史にふれられることなく新たな
問題として扱われることがあるそうです。私
も，ミツバチの嗅覚刺激弁別で「新たに」見ら
れたピークシフト現象について，神経行動学者
たちが，スペンスのモデル（Spence, 1937）に
ついて何も知らないまま議論を進めているのを
聞いたことがあります。
　お前が言うな，というお叱りは覚悟しつつ言
いますが，比較心理学は，この100年に得られ
た知見や培った手法をもっと現在の心理学や隣
接領域で活かせるはずです。そのためには，や
はり心理学系の教育課程のある大学では，行動
主義を中心とした比較心理学の歴史を教え，教
養課程の心理学科目や，高校生・一般人向け出
前授業でも，行動主義のエッセンスに言及する
ことが必須ではないかと感じています。
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